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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本

琺瑯工業会及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべ

きとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS R 4301:1999 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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ほうろう製品の品質試験方法 

Vitreous and porcelain enamels- 

Quality test methods of enamelled products 

 

序文 

この規格は，1982 年に第 2 版として発行された ISO 2178，1998 年に第 2 版として発行された ISO 2746

及び ISO 2747，2000 年に第 1 版として発行された ISO 4528，1983 年に第 1 版として発行された ISO 4530，

1991 年に第 1 版として発行された ISO 4532，2000 年に第 2 版として発行された ISO 8289，1986 年に第 1

版として発行された ISO 8291，並びに 2008 年に第 1 版として発行された ISO 28706-1，ISO 28706-2，ISO 

28706-4，ISO 28763 及び ISO 28764 を基とし，国内の使用実態を反映するため，技術的内容を変更して作

成した日本工業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

変更の一覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，素地材料が鋼板又は鋳鉄のほうろう製品（以下，製品という。）及びほうろう部品（以下，

部品という。）の有効面 1)の品質試験方法について規定する。 

なお，この規格は，試験方法を規定するものであって，この規格に規定していない性能要求値などにつ

いては，それらを規定した日本工業規格によるか又は受渡当事者間の協定による。 

注 1) 有効面とは，用途上で必要な面をいう。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 2178:1982，Non-magnetic coatings on magnetic substrates－Measurement of coating thickness－

Magnetic method 

ISO 2746:1998，Vitreous and porcelain enamels－Enamelled articles for service under highly corrosive 

conditions－High voltage test 

ISO 2747:1998，Vitreous and porcelain enamels－Enamelled cooking utensils－Determination of 

resistance to thermal shock 

ISO 4528:2000，Vitreous and porcelain enamel finishes－Selection of test methods for vitreous and 

porcelain enamelled areas of articles 

ISO 4530:1983，Vitreous and porcelain enamelled manufactured articles－Determination of resistance 

to heat 

ISO 4532:1991，Vitreous and porcelain enamels－Determination of the resistance of enamelled articles 

to impact－Pistol test 

ISO 8289:2000，Vitreous and porcelain enamels－Low voltage test for detecting and locating defects 


